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＜病棟連絡事項＞
・迅速にインフルエンザワクチンの接種の意向を本人、御家族へ連絡していきましょう。
＜ベッドコントロール＞
・本田　未来様～10/23東病棟より西病棟Aユニットへ転入予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・大久保　貴之様～鼻汁等風邪症状を訴え、ＰＬ配合顆粒　3P　3×毎食後　2日分処方。
・飯岡　未来様～便秘時）センノシド(12)1T　10回分処方。
・沢田　秋子様～ロコイド軟膏2本処方。
・沼山　真紀子様、松谷　さと子様、平野　稔様～衆議院選挙の投票について希望あり。
行っていく運びとなっている。
・見付　龍矢様～計画相談　虹　上條様より連絡あり。認定調査が不要であること改めて説明があり、退院日が決まり次第、上條様へ連絡することとなっている。
・小栗　健太郎様～ドアーズのスタッフが10/25面会予定となっていたが特診、内科診察
室ともに予約空きなし。別日へと変更頂けるよう母様へ連絡しており
後日連絡を頂ける事となっている。
・鳴瀬　祐之様～週明け月曜日主治医金Dr出勤時定期処方依頼をしてください。
・松川　順子様～週明け月曜日主治医小柳Dr出勤時定期処方依頼をしてください。
＜要注目患者様ケース検討＞
・立花　圭様～私物に関する訴えはあるが会話を切り上げる事は出来ている。他者ト
ラブルは無く不満言動は無い。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・松谷　さと子様～殺されると被害的な言動は持続しているが日課への支障はない。日中は落ち着いて過ごす事出来ている。訴えの頻回さも無し。他患者様への迷惑行為や頻回な訴えは無くトラブルも無し。他者トラブルに注意し精神症状の観察を行っていく。
・藤原　絵瑠久様～今朝は特定男性患者様とベッドで添い寝をしている状況を発見する。特定男性患者様との距離を図る事は出来ている。不安時内服はあるが希死的言動や不安感の訴えは無い。引き続き精神症状の観察を行っていき所在確認を行っていく。
・小笠原　笑子様～今朝よりレストランにて摂取可能。身体不調の訴えは無く落ち着いている。バイタルサイン異常も無し。引き続き身体症状の観察を合わせて行っていく。
・安達　貴浩様～被害的言動聞かれ大声を上げることあり。継続指示薬内服にて、過度となる事無い。対象となった患者様に対する攻撃性は無く距離は図れている。引き続き精神症状の観察を行っていく。
・中道　浩悦様～依存的訴え頻回に聞かれる。必要時のみ介助を行う。ADL低下を予
防の為、必要時は自身での行動も促していく。
　　　　　　　
・下川戸　長司様～右下腿水泡形成あり。悪化が見られるようであればガーゼ保護や
軟膏塗布など指示通り処置を行っていく。
・橋本　喜久子様～昨夕は独語活発で同室者より怒鳴られることあり。それ以上のト
ラブルはない。本日は独語あるも過度となる事は無し。引き続き
精神症状の観察を行っていく。
＜業務改善検討＞
・ピアサポ～11月はメンバーを変更し行うか現在検討中。議題についても変更を行
うか検討中。
・学術～PPT提出済み。
・環境整備～女子トイレの水漏れについては伝票を提出し修繕依頼していく。

・入退院支援～退院パス、疾病教育についてはアドバイスを貰い変更中。
＜スタッフミーティング＞
多職種連携についての意見交換
・都度情報共有、ホウレンソウをWIZメール、電カルの報告活用。
・情報をどこに捌く必要があるかの選定。必要時は上司に確認。
・必要な情報であれば何度か情報の確認を行う。こちらからの一方的な情報提供だけでなく共有をする。
・ホウレンソウを些細な事でも言いやすい環境を。
・口頭だけでなく形として残る報告を。
・自分からの発信、受け取りを常に行う。
・仲良く常に情報を快く渡し合える間柄を築く。

＜事故振り返り＞
事故：転倒　レベル：3a（頭部打撲）　場所：22号室前廊下
・本人様身体不調もあり見守りが必要な状況下だった。
・詰所から近くという事もあり気分的な油断があった可能性もある。
・加齢による筋力低下。
・不調による眠気の増強、それに伴う見守りの強化。
・立ち上がり方や歩行についての指導など。
・筋力低下予防の為、運動量の増加。
・見守りの強化を行う。体調に合わせ休む事を強く促す。
・本人の周りの安全確認。
